
里山 ～歴史と現状～ 宮浦 富保

里山 ： 人と自然との関わり → 共生（多様性の維持）
↓

（エネルギー革命・農業革命）
↓

関わりの消失 → 放置
→ 開発の対象

↓

里山の荒廃

比叡山 一本杉
大文字

元治元年（１８６４） 小椋純一，「絵図から読み解く人と景観の歴史」，1992

水本邦彦，「草山の語る近世」，2003

作物の生育 ←肥料が不可欠

→ 現代は，合成肥料

→ 昔は，落ち葉や下草など，糞尿，炊事の水，風呂の残り湯

江戸時代には，町の便所のくみ取りが有料（くみ取る人がお金を払っていた）

刈敷き： 木々の若葉が出る頃，枝や低木を切り取って田にすき込む作業

刈敷き・肥え草の刈り取り，薪の採取 → 集落近くの森林の強度利用

水本邦彦，「草山の語る近世」，
2003

ふつうに想像される農作業（耕作，収穫）

刈敷き・肥え草の刈り取り作業

肥料の投入

肥料（刈敷き・肥え草）の調達と投入の作業が大変多い。

昭和３０年代にも刈敷き作業

http://www.bluemoon.kais.kyoto-u.ac.jp/kiryu-e/images/Tanakami_1915-1.gif

１９１５年に撮影された田上山

過度の樹木伐採と根の堀取りのため土壌浸食が進行

草津市内の国道1号線のトンネル （田上山系から流れる

草津川の下）
田上山系から流出した土砂が，天井川を作った。
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里山学・地域共生学オープン・
リサーチ・センター（里山ORC)

参加研究者
自然科学，人文科学，
社会科学，行政

生物多様性の維持機構

里山と人間との関わりの歴史

現代社会での里山の位置づけ
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龍谷の森

田上山系
1947年

2000年

・里山の利用（過去）

肥料，薪・炭，子供の遊び場

↓ 里山の経済価値の低下

・里山の利用（現在）

生活との関わりの消失

↓

・里山の利用（将来）

地域社会の中での里山の役割

人間が自然への継続的な働きかけ

→ 生物多様性の維持

水田：
メダカやタガメ，フナ，ドジョウ
など

落葉広葉樹林：
カタクリ，カンアオイなど

お問い合わせ先
(1) 窓口 龍谷大学エクステンションセンター(REC) 斎藤雄二

電話077-543-7743，Fax 077-543-7771, E-mail: s-yuuji@rnoc.fks.ryukoku.ac.jp
(2) 担当者 龍谷大学理工学部環境ソリューション工学科 宮浦 富保

電話077-544-7106，Fax 077-544-7130, E-mail: miyaura@rins.ryukoku.ac.jp


